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第10回

科学技術コミュニケーターの
可能性と活動方法

～サンゴ礁保全と海ごみ問題を例に～

山本 広美 氏 (一般財団法人沖縄美ら島財団総合研究センター)

現代における社会問題には、科学技術の発展が深く関わっています。同時に、社会問題の解決
には科学の知見が不可欠です。このような背景から、研究者と市民との双方向コミュニケーショ
ンの必要性が高まっています。社会と科学をつなぐ「科学技術コミュニケーション」とは？その定義
や可能性、今後の課題について、サンゴ保全と海ごみ問題における実践を通してわかりやすく紹
介します。

申込方法
下記のアドレスまたはQRコードから参加登録を行ってください。

https://forms.gle/JLoZdZ8jmWvaTrum9

(申込締め切り：2023年1月18日、定員：約50名)

問合せ先： おきなわオープンファシリティネットワーク事務局（琉球大学 研究推進機構）
メール： techseminar_oopnet@c-rac1.skr.u-ryukyu.ac.jp

2023年 1月20日（金）１５：00～１６：00
Zoomによるオンラインセミナー(参加無料)

ー科学の技術と知識を地域とともにー

演題・講師
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